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開会 午前１０時００分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（児玉國廣君） おはようございます。

会議に先立ち、町長さんのごあいさつをお願いいたします。町長 今村博信君。

○町長（今村博信君） おはようございます。

本日、平成１３年度第２回高森町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員各

位には大変ご多忙のなか、ご出席を賜りまして、誠にありがとうございます。

また、議員各位には、町民生活安定のため、ご心労いただいておりますことにつ

きまして、衷心より敬意を表します。

ここに、謹んでご報告を申し上げる事項は、林 秋夫氏が私道を町道に無償提供

いただくことになりました。これも一重に議員各位のへいわりのわかい活動による

ものでございます。ここに深く感謝を表します。

また、平成１３年２月１日付け職員の人事異動を行いました。ご報告を申し上げ

ます。二子石範男氏、中央出張所長を３月３１日退職予定のため、総務課付きにい

たしました。桐原一紀前収入役室長を中央出張所に、岩下健治草部出張所長を収入

役室長に、また、岩下昭久税務課長補佐を草部出張所長に昇格させる異動を実施し

ております。なお、課長補佐級以下につきましては、すでに報告済でありますの

で、省略をさせていただきます。

さらに、野尻出張所長 田上眞一が病気療養入院のため、欠席しております。ど

うぞよろしくお願いを申し上げます。

本日、ご提案申し上げております懸案は、専決２件、議案２件でございます。ど

うか慎重審議の上、ご決定賜りますことをお願いを申し上げまして、ごあいさつに

かえさせていただきます。

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（児玉國廣君） どうもありがとうございました。

１２番 甲斐 裁議員さん、欠席でございますが、ただいまから、平成１３年第

２回高森町議会臨時会を開会いたします。

これから、本日の会議を開きます。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（児玉國廣君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、１０番 佐伯金也君、１
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１番 杉永竹範君を指名いたします。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２ 会期の決定

○議長（児玉國廣君） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。

お諮りします。

本臨時会は、本日２月２１日、１日にしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（児玉國廣君） 異議なしと認めます。よって、会期は、本日１日に決定いたし

ました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第３ 承認第１号 専決処分事項の承認を求めることについて

日程第４ 承認第２号 専決処分事項の承認を求めることについて

○議長（児玉國廣君） 日程第３ 承認第１号及び日程第４ 承認第２号、専決処分事

項の承認を求めることについてを一括議題といたします。本案について、提案理由

の説明を求めます。町長 今村博信君。

○町長（今村博信君） 承認第１号及び承認第２号の専決処分事項の承認についてご説

明を申し上げます。

本専決事項は、ご承知のとおり、平成１３年１月６日に中央省庁と改革関係法施

行に伴う承認第１号は、名称を自治大臣を総務大臣に、厚生大臣を厚生労働大臣

に、また、承認第２号は、厚生省令を厚生労働省令に改めたものであります。

以上、専決処分事項の説明とさせていただきます。

○議長（児玉國廣君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（児玉國廣君） 質疑なしと認めます。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（児玉國廣君） 討論なしと認めます。

これから、承認第１号及び承認第２号の専決処分事項の承認を求めることについ

てを採決いたします。

お諮りいたします。
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本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（児玉國廣君） 異議なしと認めます。よって、承認第１号及び承認第２号の専

決処分事項の承認を求めることについては、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第５ 議案第３号 平成１２年度高森町一般会計補正予算（案）について

○議長（児玉國廣君） 日程第５ 議案第３号、平成１２年度高森町一般会計補正予算

（案）についてを議題といたします。本案について、提案理由の説明を求めます。

町長 今村博信君。

○町長（今村博信君） 議案第３号で提案いたしました平成１２年度高森町一般会計補

正予算についてご説明を申し上げます。

今回の補正予算は、３月末に任期満了となります農業委員会委員の選挙に伴いま

す経費、基幹型介護支援センター委託料、繰上償還などについて補正を行うことと

し、総額２,４４５万４,０００円を計上いたしております。これを現計予算と合算

いたしますと、４７億３,１９１万６,０００円となります。

まず、歳入についてご説明を申し上げます。

基幹型介護支援センター運営事業費補助金、昨年６月に執行されました最高裁判

所裁判官国民審査委託金、減債基金より繰り入れます繰入金などであります。

次に、歳出予算について説明申し上げます。

選挙費につきましては、昨年６月に執行されました衆議院議員総選挙の最終調

整、及び３月末に任期満了となります農業委員会委員の選挙の執行に伴うものであ

ります。

老人福祉費につきましては、来年度４月より本格スタートさせる基幹型介護支援

センターの準備費用として、社会福祉協議会への委託料を計上しております。これ

は、きめ細かな福祉サービスの提供を目的として新たに開所するものであります。

次に、公債費につきましては、３月に熊本県市町村振興協会より借り入れており

ます利率３％のものを２件、健全財政運営に向けて繰上償還するものであります。

以上、今回提案しております補正予算について、その概要を説明申し上げました

が、本議案につきまして、よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願いを申し

上げ、説明を終わります。

○議長（児玉國廣君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑ありませんか。１０番 佐伯金也君。
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○１０番（佐伯金也君） １０番 佐伯でございます。

今の補正予算の中身についてちょっと詳細にご説明をいただきたいものですか

ら、お願いをいたしますが、保健福祉課長さんの方のご答弁をいただきたいんです

が、基幹型在宅介護支援センターの委託料が今回計上されてございます。今の町長

の説明ですと、社協への委託料ということでございますけれども、これの性質につ

いて、いかがなものか、ご答弁をいただきたいと思います。

○議長（児玉國廣君） 保健福祉課長 阿南哲也君。

○保健福祉課長（阿南哲也君） ただいまお尋ねいただきました基幹型の件でございま

すが、まず、設立の目的から申し上げます。

介護保険事業の対象外者をはじめ、要介護となる恐れのある高齢者の介護予防、

また、生活支援の観点から総合的な調整やケア会議を行うことといたしておりま

す。また、現在あります地域型支援センターの統括や介護サービス機関の指導、支

援に努めるため、基幹型介護支援センターを新たに設置するものでございます。

そこで、基幹型介護支援センターとはどのようなものかということになるわけで

ございますが、介護予防、生活支援の観点から要介護となる恐れのある高齢者を対

象に、効果的な予防サービスの総合調整や地域ケアの会議等があげられるわけでご

ざいます。そのほかに、現在ある梅香苑にあります地域型支援センターを支援し、

密接な連携を図りつつ地域に積極的に出向き、推進をしていくものでございます。

その内容といたしましては、まず第１に、地域ケア会議の開催、第２に、地域型

支援センターにより把握され、基幹型支援センターが自ら把握した要援護高齢者の

心身の状況等の情報を集約することが第２点でございます。それから、第３点に、

町全域の立場から各種の保健福祉サービスの存在、利用方法等に関する情報の提供

及びその積極的な利用について啓発をすることといたしております。第４番目に、

在宅介護等に関する各種の相談に対し、電話連絡、面接相談等により総合的に応じ

ることとなっております。それから、第５番目に、要援護高齢者等の家族等からの

相談や在宅介護相談員からの連絡を受けた場合に、これらの者の居住地を担当区域

とする地域型支援センターと連携をとるとともに、必要に応じ訪問等により在宅介

護の方法等について指導助言することになっております。それから、第６点目に、

福祉用具の展示、紹介、増改築に関する相談及び助言というのが今回の基幹型支援

センターについての主な内容でございます。

以上でございます。

○議長（児玉國廣君） １０番 佐伯金也君。
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○１０番（佐伯金也君） 今、詳細にわたったご説明がございましたが、この内容につ

いては、現在、在宅介護支援センターがだいたいやっておることを今回こういうふ

うな形で取り上げたように聞き受けをいたしました。基幹型と地域型ということで

ございますが、私どもとしては、地域型と基幹型の区別というのはそうはつかない

わけですね。今、課長さんの説明の中にも先ほどからバリアフリー化の問題につい

ても在宅介護の支援についても、家族の相談、いろいろございました、情報の提供

等についても、今まで在宅介護支援センターがやっていたことをそのままされるわ

けですね。ただケアプランだけがないわけなんですけれども、ケアプランについて

も、この中で見れば、それぞれを横断的に考えれば、考えられないことはないよう

なことであると思っております。

ですから、従来、梅香苑の名前が出てまいりましたけれども、梅香苑の方で長年

自分ところの組織も利用しながら、デイサービス・ショートケア等もやってこられ

ました。しかしながら、町内においては、いろいろな病院がございまして、その病

院の中においての問題点もあったと思うんですけれども、私どもの感覚といたしま

しては、あくまでもやっぱり基幹的な役割を私は梅香苑の在宅介護支援センターが

やっていたのではないかと思っておりますが、あえてここで町がこういうふうな形

で立ち上げをしなければならなかったのかなという疑問があります。できれば、発

展的に現在ある在宅介護支援センターをそのまま基幹型に移行していくことの方が

私どもとしては危険性が非常に少なかったような気がいたしますけれども、そのあ

たり、いかがなものだったかなと。

それと、この介護保険についてもそうなんですけれども、非常にいろいろと立ち

上げの段階から問題点がありますし、啓発問題、啓発についてもなかなか該当して

いても、その利用する方法を知らない家族等がいらっしゃいました。それについて

の啓発というものを僕はあくまでもやっぱり町の方の担当ではなかったかなと、そ

れをこういうふうにやっていくことが本当にいいことであったのかなというふうに

も思うわけなんですけれども、現状において、この相談、これについての検討とい

うものがあんまり唐突すぎるような気がいたします。もう少しやはり私どもとして

は、住民の皆様方達が広くこのへんについての理解が得られたのちで基幹型をつく

っていくということの方がよかったような気がするわけなんですけれども、その

点、保健福祉課長のお考えがどうあるのか、県の方がどうしても町にそれをつくれ

と言われたのか、そうであるならば、県内の約９０ある町村がすべて同時に立ち上

げをされるのか、そのあたりもお聞きしたいと思いますが、いかがですか。
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○議長（児玉國廣君） 保健福祉課長 阿南哲也君。

○保健福祉課長（阿南哲也君） 今回の基幹型の立ち上げにつきましては、熊本県と一

昨年から協議をいたしておるというふうに聞いておりますし、また、阿蘇郡におき

ましては、現在、阿蘇町は設立をいたしています。県の考えといたしましては、阿

蘇郡に阿蘇町、それから今回、お認めいただければ高森町というようなことで、地

域振興局管内に一つずつぐらいつくっていくというような計画であろうかと思いま

す。

そのようなことを受けまして、実は、高森町在宅介護支援センター運営協議会を

昨年の１２月１８日に開催をいたしております。この運営協議会の意義につきまし

ては、もうご存じであろうかと思いますので、特別に申し上げませんけれども、こ

の協議会のかいようの答申を受けまして、一応公平、中立的な立場で基幹型を設け

させれば、社会福祉協議会内に置くのがいいのではないかというようなことをいた

だきましたので、今回、ご提案をさせていただいたということでございます。

○議長（児玉國廣君） １０番 佐伯金也君。

○１０番（佐伯金也君） その言葉が一番私としては誤解を招くと思うんですね。公

平、中立というのが非常に私としては誤解を招きはせんかなと思うんですよ。１２

月の議会に時にも、老人保健の関係で私は意見を述べさせていただきましたけれど

も、利用することによって、やっぱり老人の感覚というのはどんどん変わってきま

すし、介護保険というものがこんなにいいものなのかなということをお年寄りは考

えていかれるようになってきております。実際私の家庭もそうだったんですけれど

も。それで、公平、中立ということは、僕はあんまりじゃないかなと思うんです

ね。梅香苑の肩を持つわけでも何でもないんですけれども、今まで自治体というも

のは、いろんな事業に取り組んできて、いろんな箱物をつくってくる、そしてその

管理面について、そのまた存続に当たってのいろんな予算等についても負担を強い

てきました。そして、将来的にどうなるかということで、存続の危機もあるような

団体がございますが、私どもとしても、介護保険については、将来どうなってくる

かなというふうな不安な気持ちがございます。

そこで、まだ阿蘇郡内、阿蘇町が１つで、高森町がやれば２つ目ということでご

ざいますが、それぞれの自治体には自治体の条件じゃないんですけれども、自治体

の状況というものがあると思うんですね。いろいろな状況というものが。で、介護

支援センターがその本当に活動しているところは、現在梅香苑であり、その上にま

た基幹型ということになると、ただ間に１つできるだけじゃないかと、ただ間に１
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つできるだけだったならば、そういう無駄を僕は省くことが先決であると思うんで

すよね。

ですから、あえて私はこういうふうに基幹型の介護支援センターを私はつくるこ

とについてはいかがなものかなというふうに考えておりますし、できれば、現状あ

る介護支援センターを発展的に地域型であるのならば、それを基幹型に移行するこ

とは可能じゃなかったのかなというふうに考えております。

私どもとしては、老人福祉の一つの基地としては梅香苑を考えておったわけです

が、あそこでデイサービス・ケア、いろんなマネージメント、それにショートステ

イやっておられますから、フルにあそこを利用することによって、今後の老人福祉

の達成率を私どもの心の満足を高めるためには、あそこがフルに活動していただけ

るような環境をつくるべきであるというふうに私は思っておりますが、この今回の

補正予算を見ますと、何か今までの梅香苑の在宅介護支援センターが公平、中立性

を欠いていて、問題があったから、基幹型の介護支援センターをつくって、指導を

して、支援をしていくというふうなとらえ方しか私にはできません。

ですから、１２月にその協議会ができて、答申があったと言われるが、それがあ

ってからすぐ今度は、職員の採用も公文書でなされております。あまりにも早急す

ぎる動きであったというふうに私は考えておりますし、必要性に疑問があるから、

こういうふうな私としては意見になってしまうんだと思いますが、現状において

は、私はもう少し介護保険の推移というもの、老人の利用状況というものをもうち

ょっと把握したのちで、この立ち上げというものはよかったんじゃないかな。あえ

て年度の一番終わろうとしておる時に、急々にこういうことをする必要はなかった

と思います。

ですから、できれば、この件については、もう少し考慮していただきたいなと思

うんですけれども、いかがなものでございましょう。

○議長（児玉國廣君） 保健福祉課長 阿南哲也君。

○保健福祉課長（阿南哲也君） 梅香苑につきましては、公平、中立ということでやら

れているということはご案内のとおりでございますが、昨年１２月１８日に行われ

た会議の中で、この中の会長さんは、在宅介護支援センター長の平田先生でござい

ます。そうした中で、いろいろお話が出まして、総括的に設置した方がよかろうと

いうことになったわけでございますので、その点をひとつよろしくお願いいたした

いと思います。

○議長（児玉國廣君） １０番 佐伯金也君。
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○１０番（佐伯金也君） これ以上言ってもお互いの意思の違いがございますから、変

わるものではないと思いますので、のちほどの討論の際に意見を述べさせていただ

きたいと思います。

要は、介護保険、まだ始まって何年も経っておりません。知らない方達だ多数い

らっしゃいます。社協の果たす役割も１００％であるかという疑問もございます。

当然、保健福祉課の中にも保健婦さんがいらっしゃいます。その方達が一生懸命努

力もされておると思いますが、今回の基幹型の内容の中に、その保健婦さん方達の

される仕事というものも含まれておるようでございますから、なるべく現状ある形

を発展的にやっていただけるように私としては気持ちを持っておりますので、執行

部の保健福祉課長については、その点の方もご理解をいただきたいと思います。

質疑の方は３回までということでございますから、私の最後の意見ということ

で、よろしくお願いをいたします。

○議長（児玉國廣君） 他に質疑ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（児玉國廣君） これで、質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。１０番 佐伯金也君。

○１０番（佐伯金也君） 私は、今回の補正予算、償還につきまして、公債費について

は、確かに町の健全財政というものを考えた上での補正であったというふうに考え

ております。しかしながら、今回の老人福祉費については、私としては、内輪での

議会も含めてなんですけれども、検討する時間がまったく短かったというふうな理

解をいたしておりますし、以上の点から今回の補正予算については、継続あるいは

反対という形でお願いを申し上げたいと思います。

以上です。

○議長（児玉國廣君） 討論がございましたので、起立採決をしたいと思いますが、賛

成の諸君の起立を求めます。

［賛成者起立］

○議長（児玉國廣君） 起立多数でございます。

よって、議案第３号、平成１２年度高森町一般会計補正予算（案）については、

原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第６ 議案第４号 工事請負契約の締結について

○議長（児玉國廣君） 日程第６ 議案第４号、工事請負契約の締結についてを議題と
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いたします。本案について、提案理由の説明を求めます。総務課長 岩下生人君。

○総務課長（岩下生人君） おはようございます。

議案第４号、工事請負契約の締結について、ご説明を申し上げます。

町内及び県内の技術経験実績のある６社を２月７日に指名申し上げまして、２月

１９日に指名競争入札の結果、契約金額１億４７９万円で、阿蘇郡高森町大字高森

１５８９の１６番地、株式会社 草村企業、代表取締役社長 本田照代氏が落札し

たものであります。

なお、工事内容等につきましては、担当課長より別途説明いたしますので、どう

か慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げまして、提案説明といた

します。

○議長（児玉國廣君） 詳細についての説明を求めます。建設課長 後藤秀希君。

○建設課長（後藤秀希君） 社倉～蔵地線４の２工区道路改良工事の概要について、説

明申し上げます。

本工事は、社倉側から地方道路整備臨時交付金事業として、平成１１年度から進

めているもので、今回の施工延長は、改良工事１６０メートル、昨年度改良しまし

た部分の舗装工事が１８０メートルとなっております。改良工事につきましては、

車道幅員５.５メートル、全幅７メートルとなります。また、地形が急峻であるこ

とから、延長８７.６メートル、最高１１メートルの垂直擁壁工事をすることにし

ております。当初計画で擁壁工事をする部分は、高さが最高１６メートルとなり、

山の口地区の上部に当たることと、地盤が軟弱であるために地質調査を実施、安全

上支障がないかということで検討を重ねてまいりました。その結果、設計速度４０

キロでしたが、県と協議の上、３０キロに変更、さらに、扇形を山側に最高約２０

メートル移動、擁壁の高さが１１メートルになったことに伴い、盛り土と擁壁の基

礎を小さくすることができ、工事費の圧縮にもなりました。

先に申し上げましたとおり、工事箇所の地盤が軟弱であるため、設計を一部変

更、地質調査と擁壁の詳細な検討に約６カ月という日数を要したため、１月１０日

の臨時町議会で繰越の手続きをとらせていただき、今回の入札に至ったものであり

ます。

以上、説明申し上げましたが、ご審議の上、ご決定をいただきますようよろしく

お願い申し上げます。

○議長（児玉國廣君） 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行いま

す。質疑ありませんか。１０番 佐伯金也君。
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○１０番（佐伯金也君） どうせ私が今回の議事録の署名議員でございますから、意見

を多々述べさせていただきます。

この請負契約の締結については、問題はないわけでございますが、諸般の経済状

況をお聞きしたいと思っております。各自治体とも公共事業費というものを抑える

ということが一番の地方自治体の健全財政への道であるというふうにお考えである

というふうに思っております。その中において、当高森町においても、土木業を本

業とされる業者さんが多数いらっしゃいますが、県、国レベルで申しますと、Ａク

ラスからＥクラスまであると思います。何段階かに分かれた形のクラス編成がされ

ていると思いますが、私どもの高森町において、草村企業さんと同等のクラスとい

うものはあと１社あるわけでございますが、しかしながら、そこで考えなければな

らないことは、当初予算を見てみますと、高森町の方からいろいろな期成会等に対

する負担金あたりを出しております。今日、１２年度の当初予算を見てみますと、

中九州の高規格道路の促進期成会に６万７,０００円、熊本～阿蘇線道路期成会に

３万円、５７号線の４車線化促進期成会に３万円、それに県北横断道路推進期成会

に３万円、その他にもいくつかございますが、しかしながら、その期成会をされて

おるところはそれぞれにいろいろな工事等が年度末、１年間を通しますとなされて

おります。しかしながら、その中に高森町のこういうふうな草村企業さんをはじめ

とするＡクラスの方達の道路工事看板等を見受けることがないわけですね。

ですから、私としては、なるべくやっぱり町内から出ていくことのできない中小

の土木屋さん達はなるべく町内でどうにか生活ができるように考慮する必要がある

んじゃないかなと。そして、このように、すべての工事について対応し得ることの

能力のある大きい企業については、なるべく国・県の大きな工事等に比重を持って

いただけるように、町としても後押しをしていく必要があるんじゃないかなと、そ

のように考えております。

ですから、今回の契約についての意見は別に問題はないとしても、今後におい

て、町長さんの方といたしましても、このように期成会にどんどんうちとしては負

担金を出しておりますが、大きいクラスの会社の方達においては、このように国・

県の工事に対して、出ていって、そこで実績を上げていただけるような期成会の際

での町としての経済効果ということを考えた働きかけができないものかどうかをお

尋ねをしたいと思います。

以上です。

○議長（児玉國廣君） 町長 今村博信君。
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○町長（今村博信君） 大きい企業Ａクラスは国・県の仕事をしろということでござい

ますけれども、私達におきましては、指名委員会を通じて、公正にやっておるとこ

ろでございます。

以上です。

○議長（児玉國廣君） １０番 佐伯金也君。

○１０番（佐伯金也君） それはわかるんですよ。それは、指名審査委員会が公平、公

正にされていらっしゃいますから、それはわかりますし、どこかの町村みたいにい

つも新聞を賑やかすようこともうちの町では起きておりませんから、安心はいたし

ております。しかしながら、今後において、道路工事を含め、公共工事が減額され

ていく中において、やはり大きい企業の方達がどんどん町内の公共工事において、

シェアを広げていかれるということになってくると、やはりそれ以外の企業の皆さ

ん方に対する経済的な圧迫というものが懸念されるわけです。ですから、どうせ、

その大きいクラス、Ａクラス以上の方達については、さまざまな工事を対応し得る

能力も持っていらっしゃるし、当然、営業能力も所有されていらっしゃるというふ

うに考えておりますから、その点から、要するに、今、うちの町からさまざまな期

成会に出しております高森町外の道路工事に関する道路網の整備に関する期成会に

助成金、負担金等を出しておる中であるからこそ、そういうところにおいてのその

高森町の企業の活躍ができるような場はできないかということを町長さんにお聞き

しておるわけでございますので、よろしくお願いをいたします。

○議長（児玉國廣君） 町長 今村博信君。

○町長（今村博信君） 特定の方に私は申し上げることはできません。指名委員会を厳

正なるもの、また、県の方でクラスをいただいております。そのクラスについて、

ここに提案しております金額について、しんせいに、そして公平に、また、能力等

々においても、十二分に審査結果、私の方に指名委員会が来るということで、私も

このように考えて結果を待っておるところでございます。

以上です。

○議長（児玉國廣君） 町長、私からちょっと申し上げますが、この原案に対しての意

見ではなくて、負担金を出しておる国道５７号線とか、熊本～高森線とか、いろい

ろのところに高森町のＡクラスの人達を入札に入れてもらうことは、町長さんから

お願いすることはできないだろうかというような質問であろうと思いますから、再

度お願いしたいと思います。町長 今村博信君。

○町長（今村博信君） 県のことは県の方で指名があろうかと思います。町村について
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は町村によって、高森町は高森町としての指名委員会を尊重してやっておるところ

でございます。できますならば、そのように、阿蘇郡の広域事業等におきまして

も、事実、そういう仕事をさせていただいた経緯もありますので、どうぞよろしく

お願い申し上げます。

○議長（児玉國廣君） １０番 佐伯金也君。

○１０番（佐伯金也君） 私としては、特定の企業をこの工事をさせてくださいという

形じゃないんですね。もし、ＡクラスのＡ業者、Ｂ業者というものが年間５億円ず

つ仕事をされておったと、そうする中において、町工事が３億円、県・国の工事が

２億円それぞれあったとした時に、今後、町工事、県工事、国工事が２割ずつカッ

トされた場合においては、それぞれ５,０００万円ずつぐらい減額されてくるわけ

ですね。しかし、会社としては、それだけの、要するに、会社として維持していく

ためには、それだけの工事高が必要であると、そうする場合において、国・県にお

いて、そういうことが不可能であるならば、町工事を一生懸命とらなければならな

くなってしまうわけです。談合は私としては否定をいたしますが、しかしながら、

やはり会社としてボリュームが大きくなればなるほど、それだけの工事量というの

が必要になってまいりますから、そうなると、ＡクラスはＢクラス・Ｃクラス・Ｄ

クラスの仕事もすることは可能でございますが、Ｄクラスの方達がＡクラスの工事

をする能力はございませんから、当然、どんどん尻窄みになってくる可能性が僕に

はあると思うわけです。ですからこそやはりＢ・Ｃ・Ｄとか、要するに、その小さ

い企業の皆さん方達が町工事で一生懸命努力をしていただいて、経営を成立してい

ただいて、労働者の皆さん方を安心して生活ができる環境に持っていっていただく

と、Ａクラスの皆さん方については、当然町がやっておる５７号線の期成会の負担

金をやっておるそういうふうな期成会の中からどんどん５７号線の工事にも出てい

っていただけるようにがんばってもらう。それと、県道とかの工事にもどんどん出

ていっていただけるようにがんばっていただくと、そういうふうなことで、やはり

町としても、やはりそういうふうな条件提示じゃないんですけれども、いろんな期

成会の際に、やはりその町村だけじゃなくして、広く負担金を出しておる自治体に

もその入札に加わる資格があるんじゃないかなというふうぐらいの意見は述べてい

ただきたいなというふうな希望を持っております。

ちなみに、５７号線の工事状況を見てみますと、阿蘇郡内の業者がしておるとい

うふうにも私は見受けてもおりませんし、南阿蘇地区の業者の方達がフルにやって

おられるというふうにも見受けてもおりません。５７号線の４車線化の期成会につ
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いては、当然、５７号線沿線の皆さん方が入っておられるわけなんですけれども、

しかしながら、やはり負担金を出しておるところにも若干の経済的メリットがある

ようにするべきじゃないかなと思いますから、やはりそこあたりも町としても親心

じゃないんですけれども、経済効果を考えた上での働きかけ、ここがとるようにし

てくださいということは確かにいけない、これは法的に違反しますからそれはでき

ないんですからこそ、やはり指名ぐらいには入るぐらいの条件提示じゃないんです

けれども、働きかけを今後やっていただかないと、やはり大きい企業はその形を維

持していくために町の工事でがんばらなくてはならなくなりますので、小さい企業

を生かすためにということで、努力もしていただければ助かるなというふうな気持

ちから申し上げておりますので、よろしくお願いをいたします。

以上です。

○議長（児玉國廣君） 他にございませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（児玉國廣君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（児玉國廣君） 討論なしと認めます。

これから、議案第４号、工事請負契約の締結についてを採決いたします。

お諮りいたします。

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（児玉國廣君） 異議なしと認めます。よって、議案第４号、工事請負契約の締

結については、原案のとおり可決されました。

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（児玉國廣君） 以上で、本臨時議会に提案されました全議案議了いたしまし

た。

なお、次期議会の運営につきましては議会運営委員会に、また企業誘致につきま

しては企業誘致特別委員会に、議会広報につきましては議会広報特別委員会に、交

通対策につきましては交通総合対策特別委員会に、それぞれ付託したいと思いま

す。これにご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（児玉國廣君） 異議なしと認めます。よって、議会運営委員会、企業誘致特別
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委員会、議会広報特別委員会、交通総合対策特別委員会に付託することに決定いた

しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（児玉國廣君） これで、本日の日程は全部終了いたしました。

議会を閉じます。

平成１３年第２回高森町議会臨時会を閉会いたします。お疲れでございました。

－－－－－－－○－－－－－－－

閉会 午前１０時４５分



－ 19 －

地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。

高森町議会議長

高森町議会議員

高森町議会議員
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